
（別添２） 
「平成29年度専門家派遣・相談等支援事業（千葉県最低賃金相談センター）」における評価項

目及びその評価基準 

 

１ 選考基準 

  別添３「評価採点表」により、各委員が評価項目に評価点を記載する。 

 

２ 決定方法について 

⑴ 入札参加希望者から入札された価格及び技術等をもって、次の要件に該当する者のうち 

３に定める総合評価の方法によって得られた数値の最も高い者を落札者とする。 

ア 入札額が、予定価格の制限の範囲内であること。 

イ 入札に係る技術等が入札の公告（これらに係る入札説明書を含む。以下同じ。）にお

いて明らかにした技術等の要求要件（以下「技術的要件」という。）のうち必須とされ

た項目の最低限の要求要件をすべて満たしていること。 

⑵ 前項の数値の最も高い者が２者以上ある場合は、当該入札者にくじを引かせて落札者を

定めるものとする。 

 

３ 総合評価の方法 

⑴ 入札価格及び技術等に対する総合評価の得点配分の割合は、入札価格に対する得点配分

が全体の３分の１以上となる割合とする。なお、技術等の評価項目は、創造性又は新規性

等の価格と同等に評価できない項目とそれ以外の項目とに区分し、価格と同等に評価でき

る項目に対する得点配分と、入札価格に対する得点配分は、等しいものとする。 

  【得点配分】 

総得点：150点 

 価格点：50点 

 技術点：100点 

  価格と同等に評価できない項目 50点（評価項目１） 

  価格と同等に評価できる項目  50点（評価項目２）  

⑵ 入札価格の評価方法については、入札価格を予定価格で除して得た値を１から減じた値

に50点を掛けて得た値とする。 

【評価方法】 価格点＝（１－入札価格／予定価格）×50 

⑶ 技術等の評価方法については、次のとおりとする。 

ア 評価の対象とする技術的要件については、当該調達の目的及び内容に応じ、事務、事

業上の必要性等の観点から評価項目を設定し、これを必須とする項目とそれ以外の項目

とに区分する。 

イ 必須とする項目については、項目ごとに最低限の要求要件を示し、０点となっている

ものが１項目でもあれば、委員で協議を行い、不合格とするか否か決定する。 

ウ 必須とする項目以外の項目については、項目ごとに評価に応じ得点を与える。 

エ 各評価項目に対する得点配分は、その必要度及び重要度に応じて定める。 

オ 創造性又は新規性等の価格と同等に評価できない項目の内容の履行を確保する観点か

ら、価格と同等に評価できる項目についての評価を行うものとする。 



（別添２） 
カ 複数の評価者が評価を行うため、各評価者の評価結果（点数）を合計し、それを平均

して技術点を算出する。 

⑷ 価格及び技術等に係る総合評価は、入札者の入札価格の得点に当該入札者の申込みに係

る技術等の各評価項目の得点の合計を加えて得た数値をもって行う。 


